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するが，0．3秒までは大差なく，臨床的にも十分

供されると判断した．臨床例でも，秒1駒，秒2

駒，秒3駒までは満足できる像をうることができ

た．

　結論として，これらの基礎実験および臨床例か

ら秒3駒程度までは撮像可能で，小児や頻脈の症

例にも利用できると思われる．さらに撮像時間を

1秒ないし2秒とすれば，RI投与量を減少する

ことができ，被検者の内部被曝線量も軽減可能で

あると考えられる．

の分散はサンプリング間隔によらずほぼ一定であ

る，（3）各パラメータの推定の信頼性を向上させ

るには観測時間の増加をはかる必要がある，が得

られた．また，数え落としのない場合と同様の傾

向（1）～（3）を示したが，とくに，指数関数のパラ

メータ値の大きなものほど分散が大きくなること

が示された．この意味で，臨床上，カウント数が

小さい場合には，数え落としの影響は最適サンプ

リング間隔に大きく影響しないことが，また各パ

ラメータの分散を小さくするにはサンプル数を増

加させればよいと考えられる．

22．RI　dynamic　stUdyにおける最適サンプリング

　　条件設定に関する検討
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　各種臓器機能や循環動態の解析法としてとRI

トレーサ動態曲線にコンパートメント・アナリシ

スを適用する方法が汎用されている．そこで，ト

レーサ動態曲線が表わす指数関数y（t）＝Z］Aie’“dit

の同定に最適なサンプリング条件についてFisher

の情報量およびCram6r－Raoの不等式を用いて検

討を行ないすでに報告してきた（第16回本学会総

会）．今回は，RI　dynamic　studyにおいて，時間

に関するシステムの特性として問題となる数え落

としの現象を考慮した上でサンプリング条件設定

について検討した．数え落としの現象に関しては，

サンプリング間隔に対し，マスキング間隔τ一〇．01

と設定した．テスト関数y＝20e－°’°5t＋50e－o’2t

を用いて数値実験を行ない比較した結果，（1）サ

ンプル数に応じて最適サンプリング間隔が存在す

る，（2）観測時間を一定にすれば，各パラメータ

23．1231による甲状腺シンチグラムの診断におけ

　　る有用性
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　昭和50年7月から現在まで，各種甲状腺疾患

約600例に1231を使用したので，その診断におけ

る有用性について報告した．

　1231ヵプセルは日本メジフィジックス社製のも

ので，1231は93％以上で純度の高いものである・

最初は100　luci投与で24時間後に摂取率測定と3

インチスキャナーでシンチグラムを撮っていたが，

半減期が短いため特に摂取率の低い症例では良い

シンチグラムが得られなかった．その後，投与量

を200　ttCiに増量しシンチグラムもピンホールコ

リメータ使用のシンチカメラで撮ることで摂取率

が5％以上の症例ではまず満足できるイメージを

得ることができると考える．シンチカメラ使用に

より多方向撮影，拡大撮影が容易でスキャナーに

よる像より情報量が多くなる．

　また，短半減期，被曝量軽減も見込まれ，小児

への投与，反復投与も可能で，舌根部，舌下部等

の異所性甲状腺の検索にも有利である．

　さらに甲状腺癌の頸部リンパ節，肺への転移例
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